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を選んだ人が10．3％となった。若干ではあるが，原爆ドームと大和ミュージアムとをセットで訪問
した人々の方が「観光・余暇」を目的とする割合が高かったのである。「社会・平和学習」や「平
和祈念・追悼」とした人の割合はほぼ同じであったものの，まさに筆者の想定とは異なる結果であ
った。
　この背景には，これらの近接性を活かした観光ルートの一般化・定着化があるのではないかと考
える。大和以外の立寄地を示した図8－5には，とくに「原爆ドーム・平和記念公園」も一緒に立寄
地とした回答件数をグレーで示した。図より割合的に多いのが，「広島城⊥「宮島・厳島神社」，「錦
帯橋・岩国城」であることがうかがえる。たとえばこれらを全て回る観光ルートは，旅行会社によ
って広島市周辺の世界遺産をめぐる個人向けツアーとして商品化されていた。具体的に，近畿日本
ツーリストでは2009（平成21）年10～12月までの期間で「原爆ドーム」「宮島・厳島神社」「姫
路城」の3つの世界遺産を2泊3日でめぐる東京・羽田発（航空機利用）のツアーが売り出されて
　く　ぽ
いた。また現在（2013年9月30日確認）でも同社では，2013年10月2日～2014年3月29日の
期間で，「原爆ドーム」「宮島・厳島神社」の2つの世界遺産を2泊3日でめぐる東京駅発（新幹線
　　　　　　　　　　　　　　く　　　利用）のツアーが売り出されている。そして，これらのいずれにもコースに呉の大和ミュージアム
と海上自衛隊のてつのくじら館が含まれていた。また地元広島のタクシー会社であるニシキタクシ
ーは，2009（平成21）年12月時点で，おすすめコースの1つに，広島市内（広島城，原爆ドーム，
平和記念資料館等）から呉市内（大和ミュージアム，てつのくじら館）を回り，広島市に戻るコー
スをWebサイト上に掲載し，現在2013（平成25）年10月時点でも同様のおすすめコースを明記
　　　　　している。さらに現在，同サイトの広島名所案内には，広島市のほか呉市の音戸の瀬戸公園と大和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユ　　ミュージアム，そして宮島・厳島神社と岩国・錦帯橋など計11の名所が掲載されている。
　以上の旅行会社やタクシー会社が個人旅行客を対象として提供／提示する観光ルートの状況か
ら，広島市および周辺の世界遺産・名所と呉市の大和ミュージアムの結びつきは，もはやポピュラ
ー な観光ルートとして設定されているものであることがうかがえる。広島市の原爆ドームとセット
で大和ミュージアムを訪問することはそうしたごく一般的な観光ルートにもとついていた観光行動
としてとらえられるものである。
大和来館者全体
原爆ドームと
セットでの来館者
図観光・余暇　　国社会・平和学習　　田平和祈念・追悼　　闘戦艦「大和」模型の見学　　□戦艦・戦闘機等の見学　　ロその他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0内数値は実数
難繍難鶴難．・ 7．2％（23｝ 18．8％　　　　　9．1％i”｛60｝　　　　　　（29）i4．4％（14｝
3．1％
｛1叫
　彩　　　彫
・　　　　　　　　　　　　　稔諺
　　　る　　　　　　　　　　彩硲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　汚　　　　　　　　　　　　　臣
5．8％　　　43％　　　　　　　　　　　　20．3％　　　　　　　　　　　　：：9，1％
〔4）　　　　　｛3）　　　　　　　　　　　　　　｛14｝　　　　　　　　　　　　　　　　（5｝
1．4％
ω
図8－6　来館の目的
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3，行政大和ミュージアムの観光戦略
　さらに現在，呉市行政や大和ミュージアムなどの観光客を呼び込む側が進めている観光戦略の
空間的特徴について検討する。大和ミュージアムは2008（平成20）年度（4月）より，指定管理
者制度へと移行し，研究・展示などの学芸部門のみ呉市が運営し，その他運営は大和ミュージアム
運営グループが行う形となっている。グループは凸版印刷株式会社（代表者），株式会社トータル
メディア開発研究所株式会社日本旅行，ビルックス株式会社で構成される。2012（平成24）年3
月（2011年度）で1期目が終了し，2012（平成24）年4月（2012年度）より同グループ運営の2
期目に入った。以下は2013年8月に行った呉市産業部職員および大和ミュージアム職員への聞き
取りによる。
（1）観光における広域連携化と呉市行政
　呉市は，2003（平成15）年から2005（平成17）年にかけて周辺諸島を含む8町を合併したこと
や，2005（平成17）年に大和ミュージアムが開館したことを受け，この時期周辺地域で進められ
ていた観光事業における都市間連携による広域化政策に参画していくこととなった。
　その広域化政策は，2005（平成17）年10月に山陽・山陰両地域の都市間連携による観光を目的
として設立された「中国広域観光連絡協議会」，そして2008（平成20）年に発足した全12市町の
自治体で構成される「広島・宮島・岩国地域観光圏推進協議会」がある。「中国広域観光連絡協議会」は，
島根県の石見銀山の世界遺産登録（2007年に登録実現）を見据え，広島県の世界遺産（原爆ドーム，
厳島神社）とともに周遊観光を促進させようとの意図を持ったものであり，広島市や広島県が中心
となって発足し，これに呉市も加わった。「広島・宮島・岩国地域観光圏推進協議会」は，もとも
と1974（昭和49）年に設置された「広島・宮島・岩国地方観光連絡協議会」という6市町で構成
された協議会を母体にしたものであり，これに呉市は含まれていなかった。2008（平成20）年に滞在・
周遊型観光促進を目的とする国の補助事業計画とともに周辺自治体を取り込んで発足した際，呉市
も加わる形となった。なお，当初事業は2012（平成24）年度末で終了したが，2013（平成25）年
度には新たに4市町を取り込む形で事業は継続されている。表4にはそれらの構成自治体の詳細を
示した。
　こうした周辺自治体の広域ネットワーク構築に取り込まれていったことに加え，2006（平成18）
年以降には，呉市は広島市や廿日市市の修学旅行誘致事業（教育関係者招へい事業，学校や旅行代
理店での営業・PR事業など）に加わっている。この誘致事業に加わるようになった契機について，
職員は「平和学習」という点でリンクしやすい点をあげた。
　このように，2000年代後半には，主に広島や宮島（廿日市市），岩国などのよく知られた旧来か
らの観光地の都市間ネットワークに，呉市も加わるようになっている。「観光立国」を目指す国家
政策の活発化，石見銀山の世界遺産登録などを背景に，広島を中心とした広域の滞在型観光がめざ
される中，大和ミュージアム設立を契機に観光都市としての存在感を高めつつあった呉市も積極的
に取り込まれていくようになったといえる。修学旅行の誘致における広島市との連携については，
「平和学習」というテーマが想定されていたことがとらえられたものの，ほかは空間的連携を念頭
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表4　組織別広域連携の構成［呉市産業部資料より筆者作成］
組織 構成会員
岡山県 岡山市
広島市
呉市
広島県 東広島市尾道市
庄原市
竹原市中国広域観光連絡協議会（2005～） 浜田市
島根県 益田市江津市
大田市
山口県 岩国市
民間（賛助会員） 西日本旅客鉄道㈱岡山支社営業課西日本旅客鉄道㈱広島支社営業課
広島市
1974～
（広島・宮島・ 広島県
廿日市市
安芸太田町
岩国地方観光 大竹市
連絡協議会）
山口県 岩国市柳井市
呉市
広島・宮島・岩国地域
　観光圏推進協議会 2008～ 広島県
江田島市
熊野町
坂町
海田町
周防大島町
和木町
安芸高田市
2012～ 広島県 北広島町東広島市
府中町
においた広域観光政策の結果であり，
いくこととなった。
そうしたことを背景に広島市と呉市の観光空間が融合されて
（2）大和ミュージアムによる広報事業の展開
　大和ミュージアムでは，「大和ミュージアム運営グループ」が広報・営業等の運営面を担ってい
るが，旅行客獲得における旅行会社への営業は，グループ企業の日本旅行に限らず，月に一度の割
合で各社に対し行われており，広く全国におよぶ。主に広島近辺の修学旅行や団体・個人の募集型
旅行に大和ミュージアムを含めるッアー設定を働きかけており，呉市メインでのツアー設定も増加
しているが，先にみたような，広島市内や宮島，岩国に当該施設（呉市周辺）を含めたツアー，あ
るいは広島市周辺をメインとして当該施設を含む呉市内のコースをオプションとするツアーが相当
数企画・実施されているとのことであった。
　広報については，大型連休や夏休みなどの繁忙期には広島市内で路線バス8台に広告を施した
ラッピングバスを走らせ，テレビやラジオ，タウン情報誌（いずれも広島県内を中心とする圏域），
新聞（全国）等に広告を放映・掲載するなど，市外での広報活動を積極的に展開している。また，
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関連映画・ドラマ等の上映・放送時に，他の自治体・映画館や博物館などとのタイアップ企画によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）り，周辺地域への広報を兼ねた展示等も実施された。
　また，大和ミュージアム内で関連書籍やオリジナルグッズ等を販売する「ミュージアムショッ
プやまと」は極めて人気の高い店舗であり，開館後3年目となる2008（平成16）年には早くも店
舗スペースを拡大改装した。2010（平成22）年2月には開館5周年記念として広島市内の繁華街
にある金正堂書店の一角にサテライトショップを期間限定でオープンした（写真1）。場所はアー
ケード内の繁華街の中心地区に位置しており，実は被爆建造物としても知られるベーカリーショッ
プの広島アンデルセンの目と鼻の先でもあった（図9，写真2，写真3参照）。アンデルセンは被爆
時には帝国銀行の広島支店であった建物であり，そのことを示す写真パネルも建物前に掲示されて
いた。図9からもわかるように，爆心地である平和記念公園からも近く，パネルの写真には周囲が
ほとんど瓦礫と化す中で残存した建造物の被爆後の様子が映し出されていた。大和ミュージアムの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サテライトショップはその向いに位置する書
写真1　ミュージアムショップやまとの
　　　サテライトショップ（広島市）
　　　〔2010年7月筆者撮影］
店の2階にオープンしていた。写真1からわ
かるように，建物の外からもミュージアムシ
ョップの存在がわかるよう広告されていた。
その後，2011（平成23）年1月書店自体の
閉店により，サテライトショップも終了し
た。約1年間の売上げは盛況とはいえなかっ
たが，この企画自体，もともと閉店が決定し
ていた金正堂書店からの依頼によるものであ
り，大和ミュージアム側は広報・宣伝を主た
る目的としていた。何より，こうした広島市
の中心地なおかつ被爆地としての空間への出
店が，強い反発なく1年近くにわたって実現
写真2　被爆建造物の広島アンデルセン
　　　（旧日本銀行広島支店）
　　　［2010年7月筆者撮影］
写真3　ミュージアムショップと
　　　広島アンデルセン
　　　［2010年7月撮影コ
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　　　　　図9　広島市中心部
［国土地理院1／1万地形図「広島駅」（2005年発行）］
したこと自体が興味深い点である。
　このように，大和ミュージアムの広報戦略において，広島市周辺ツアーへの組み込みや広島市
でのラッピングバス等での広告・宣伝，そして広島市中心商店街へのミュージアムショップの出店，
と積極的な広島市での広報展開が見てとれる。
4．大和ミュージアムの地域拠点化
　一方，とくに近年では大和ミュージアムは呉市をはじめ広く広島県内の各地域活動等の拠点と
しての機能・意味合いを持つようにもなっている。
　まず，大和ミュージアム内においては，2010（平成22）年3月，開館5周年に合わせ，展示に
呉の戦後の歩みを紹介するコーナーをリニューアルオープンし，地域史的側面の拡充を図った。ま
た，2011（平成23）年には東日本大震災の「震災復興応援キャンペーン」を館の取り組みとして
行い，被災地を応援する地域イベントなどが開催された。また2012（平成24）年4月には「Blue
Project（ブループロジェクト）」という，ミュージアムショップやまとを核として，地元の業者・
アーティストとの共同企画により呉オリジナル商品開発を行う事業体が発足した。館内のミュージ
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アムショップにはこれら開発された商品が並び，また2012（平成24）年11月と2013（平成25）
年6月の2回，作品展示・販売会やそれに付随するイベントが施設前広場で行われた（大和ミュー
ジアム資料）。地元のタウン情報誌『Wink広島』の取材記事には，　Blue　Projectが「地域活性化を
目指して，地元のショップと作家，『大和ミュージアム』が連携し，呉・海・船・瀬戸内・歴史な
どをキーワードにおみやげをプロデュース」するものと紹介し，事業代表を務めるミュージアムシ
ョップやまと店長の「戦艦大和の印象が強いのですが，呉には他にもたくさんの魅力があるんです
　　　　　　　　　　　　　　　（21）よ」というメッセージも掲載された。また2013年8月に筆者が訪れた際　ミュージアムショップ
には戦艦大和関連のグッズやおみやげのみならず，呉・瀬戸内地域のイメージ・特産品から新たに
創り出された商品が多く並んでいた。
　また，大和ミュージアムの取り組みのみならず，地元商業界側からの大和ミュージアムを地域
の拠点／シンボルとして構築する向きもある。2010（平成22）年8月に，呉市の旧来からの商店
街の核であったれんが通り（旧中通り）には，大和ミュージアムの姉妹館として位置づけられた「ヤ
マトギャラリー零（ZERO）」がオープンした（図6，写真4参照）。大和ミュージアムの名誉館長
を務める漫画家松本零士氏の作品や収集コレクションなどを展示する。呉信用金庫理事長が代表理
事を務めるNPO法人「くれ街復活ビジョン」が，大和ミュージアム来館者を旧来商店街にも呼び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）込むことを意図し，空き店舗を改装，運営している。大和ミュージアム設立および周辺開発は市外
からの観光客を大幅に増大させたが，同時に商業中心地の駅南部への移動をももたらした。そのた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）め，旧来の文化施設や周辺商店街はむしろ利用客数や店舗数等の減少が見られる。こうした状況か
ら，集客力ある大和ミュージアムが地域の社会経済を牽引する中核的存在として機能するようにな
っているのである。
　さらに，大和ミュージアム内のミュージアムショップには広島県熊野町の特産品である化粧筆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（24）も大和ミュージアムオリジナル包装となっているものが販売されていたが，これは2010（平成22）
年以降，呉市と熊野町との観光連携が進められてきたことによる。先に提示した広域連携「広島・
宮島・岩国地域観光圏推進協議会」の事業として2010（平成22）年10月に大和ミュージアムと熊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野町の筆の里工房とをつな
写真4　呉れんが通り商店街内の「ヤマトギャラリー零」
　　　［2013年8月撮影］
ぐ無料シャトルバス運行（約
15km）が実施されたほか，続
いて11月から翌2011（平成
23）年2月まで「山陽アルチ
ザン街道観光キャンペーン」
も実施され，呉市や熊野町
東広島市をつなぐルートを観
光街道として設定し，スタン
プラリーや写真コンテストな
どが行われた。これは熊野町
が呉市や東広島市の観光客を
呼び込む狙いのもと両市に呼
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びかけたものであるが，2009（平成21）年11月に広島県知事に就任した湯崎英彦氏のマニフェス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）トの1つであった「瀬戸内海の道構想」の一環として実施されたものでもある。
　基本的に広島県は1997（平成9）年の原爆ドームと厳島神社の世界遺産登録後，観光推進を活
発化させてきた。1999（平成11）年度には「広島県観光推進計画」を策定し（完成年度2008年度），
2004（平成16）～2005（平成17）年度にかけて大型キャンペーンを実施した。その後も2006（平
成18）年に観光立国推進法が制定され，国の観光推進政策方針が明確になる中で，広島県も「ひ
ろしま観光立県推進基本条例」を制定し，この条例に基づいた「ひろしま観光立県推進基本計画」が，
2008（平成20）年3月に策定された［広島県商工労働局観光課2008］。
　このように，1990年代末以降，広島県は県内観光を活発化させる政策方針をとってきた。とく
に大型キャンペーンを実施していた2005（平成17）年には県の観光客数や観光客の県内消費額が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）過去最高となり，大和ミュージアム開館による後押しが大きな要因の一つとも報じられた。そうし
た中，広島県は呉市に「空間的分業」による博物館設立を推進した側であったものの，開館後は大
和ミュージアムを始めとする呉市の観光資源活用を積極的に推し進めていく立場となった。たとえ
ば2011（平成23）年1月21日，観光を始めとする地域連携のあり方を話し合う交流会議が島根・
広島両県の間に持たれ，両県知事および商工会議所連合会頭らが会したが，この開催場所は広島市
内ではなく呉市の大和ミュージアムであった。この時には，先にあげた湯崎広島県知事の「瀬戸内
海の道構想」における瀬戸内海（尾道市）から日本海（大田市や松江市）への観光ルート開拓を目
　　　　　　　　　　　　（27）指すことなどが話し合われた。こうした会議開催は，広島県観光の代表的・象徴的拠点としての意
味が示されているともいえる。また，筆者が行った大和ミュージアム職員へのインタビューにおい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28）ても，広島県が大和ミュージアムの宣伝・PR活動に極めて協力的であることが聞かれた。
　以上より，大和ミュージアムは戦艦大和や旧海軍をモチーフとしたいわゆる「戦争博物館」から，
呉市や周辺地域，そして広島県を代表・象徴しうる地域拠点としての博物館へと変化していること
がうかがえる。これは大和ミュージアムの来館者層の拡大化を意図する戦略・方針によるところも
あるが，むしろ大和ミュージアムの年間来館者80万人という集客力を活用しようとする様々な地
域主体／社会の狙いによるところも大きい。実際大和ミュージアム職員への筆者のインタビュー
では，外部主体とのコラボレーションイベントの多くが持ち込み企画，あるいは館内施設を利用し
たイベント実施依頼であり，大和ミュージアムはそれらを精査する側にあることが聞かれた。
　本節においては，「空間的分業」によって成立した大和ミュージアムの開館後をとらえた。まず
第1項では，大和ミュージアムが軍事技術礼賛の場となっている点を批判的にとらえる入館者や平
和運動家等の動きに着目し，確実に批判や反発はあったものの，市・博物館関係者が想定していた
よりも小規模なものにとどまったことをとらえた。第2項では，2010（平成22）年に実施した来
館者アンケート結果の分析を示し，多くの個別の県外来館者が原爆ドームとセットで来館してお
り，広島市の原爆ドームと呉市の大和ミュージアム・てつのくじら館はパターン化した観光ルート
となっている傾向がうかがえた。そして第3項では，大和ミュージアムに観光客を呼び込む呉市や
大和ミュージアムの観光戦略について検討した。呉市行政については，大和ミュージアム開館後の
2000年代後半以降，広島市や広島県を始めとする周辺自治体の観光における広域地域連携に取り
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込まれる中で，その中心的地域である広島市周辺との関係性がより緊密になっている状況を指摘し
た。また大和ミュージアム内の広報戦略では，指定管理者としての運営の中で，出版や旅行業界な
ど複合的民間グループであるからこその強みを生かした積極的戦略により，広島市との融合的観光
ルートの確立やとくに集客が期待できる広島市内での積極的な広報活動が行われていることが明ら
かとなった。さらに第4項では，大和ミュージアムが地域振興の拠点としての新たな意味・機能を
付与されている実態をとらえた。
　以上からとらえられるのは，2000年代以降，国や各地域で倉欲に進められた観光戦略の中で促
されていく「空間的分業」の瓦解（すなわち空間的融合）である。とくに大和ミュージアムは多く
の関係者の予想をはるかに上回る入館者をもつ人気施設となった。国を始めとする各地域の積極的
な観光振興活発化・広域連携化，また行政マターの民間（営）化，といった流れの中，呉市や大和
ミュージアム自体の戦略が貧欲に展開されていくほか，様々な地域や主体がこのミュージアムの集
客力や知名度を積極的に活用あるいは取り込もうとする。いわば，そこには平和／軍事，戦争の肯
定／否定という矛盾や対立が顕在化しない，あるいは問題視される余地がほとんどないほど迅速か
つ機械的に空間的融合が促進されていくという状況が展開されてきたといえるのではないだろう
か。
◆　・結論
　以上，本稿は1980年代に米山氏が取材の中でとらえた「空間的分業」が，大和ミュージアムの創設・
開館をめぐっていかに変化したかを明らかにした。
　②では呉市と大和ミュージアムの概要をとらえ，とくに1990年代以降には呉市が重工業産業の
みならず商業・観光産業にも力を入れることとなり，大和ミュージアム設立がその中核的事業でも
あったことをとらえた。
　③においては，1990年代のミュージアム設立事業の詳細を明らかにした。とくに呉市が県立か
ら市立へと切り替えた後の博物館づくりは，戦艦大和に焦点化し，メディアを利用した広報や観光
空間の大規模な創出など，例をみないほどの壮大な博物館設立となった。ここには，広島市を抱え
る広島県としての立場と呉市との間に明確な空間的分業ともいえるものが存在していたことがとら
えられた。
　そして0では，そうした空間的分業の中でつくられていった大和ミュージアムの開館後につい
てとらえた。大和ミュージアムの観光資源としての存在感から，広島市あるいは他地域の様々な観
光資源との結びつきが，個人旅行や旅行会社の旅行企画，大和ミュージアムの広報戦略，さらには
呉市のみならず広島県の観光政策における広域連携の中で容易に創出されるものとなった。さらに
は大和ミュージアムの高い集客力によって呉（および周辺地域）の「地域博物館」あるいは地域拠
点としての意味・機能を持つようになっていることもうかがえた。
　以上の状況が示しているのは，広島市と呉市の「空間的分業」の瓦解であろう。ただしそれは本
稿冒頭部の平和団体ピースリンクが目指すとした「空間的分業」の解体とは大きく異なる。ここで
そのことに触れておく。
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　米山（2005）が示した「ピースリンク広島・呉・岩国」の代表者が掲げていた目標とは，近隣の呉，
岩国の軍事的拠点としての側面を可視化することによって，広島の「平和」の欺購性を明示するこ
とであった。そのような欺臓的な平和ではなく，軍・武力そのものを直視した批判にもとつく平和
を追求するものであり，そうした「空間的分業」の解体が目指されていた。ここには，1980年代
以降の被害的側面のみならず，（日本の）加害的側面をも批判的に直視していく必要があるとする
平和思想・運動家の動きの影響が見てとれる。
　これに対し，本稿で明示した「空間的分業」の瓦解とは，呉の観光都市としての成長により，広
島市との近接・利便性から進められる，観光的側面での両市の結びつき・融合である。とくにこう
した動きは，観光という側面から貧欲かつ迅速に進められており，大和ミュージアムの展示を戦争・
軍事技術の賛美に結びつく可能性を孕むとして批判する声をかき消し，「戦争博物館」「平和博物館」
の対立性に躊躇する余裕すら与えないかのような勢いを持っている。いわば，本稿で示しえたのは
そうした表層的に進む空間的融合一すなわち「空間的分業」の瓦解であり，本稿が問題意識の出発
点とした欺臓的な「空間的分業」の解体ではなかった。そこは十分に明確にしておく必要があるだ
ろう。
　さらに本稿は，大和ミュージアムに関連して展開されつつある，別の空間的融合についても提示
しえなかった。それは，2001（平成13）年以降「原爆と峠三吉の詩」広島原爆展を広島や下関な
ど各地で開催している「原爆展を成功させる広島の会」（会長：重力敬三）の動きである。この団
体は，呉市では2004（平成16）年2月に会期5日間で「原爆と戦争展」を初めて開催し，2400人
の参観者をえた。呉原爆被爆者友の会（主催）や呉市傷痩軍人会（共催）も開催側にまわり，軍港
の街呉での開催の成功は関係者に大きな成果としてとらえられた。その後も2007（平成19）年以
降はほぼ毎年のペースで会期5～7日間で同「原爆と戦争展」が計7回行われている。この原爆展
は2011（平成23）年まではそごう呉店内で行われていたが，2012（平成24）年から大和ミュージ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29）アムで開催されるようになっている。参観者は各年計1，100～1，500人程度である。大和ミュージ
アムでの開催が定着しつつある点から，今後注目していくべき動きであろう。
　このように，本稿では前述した「ピースリンク広島・呉・岩国」や「原爆展を成功させる広島の
会」といった平和運動を展開する主体の動きを，大和ミュージアムをめぐる呉市のめまぐるしい動
きの中に十分に位置づけられなかった。いずれもそれぞれに「空間的分業」を瓦解・解体・打破し
ようとするものであり，今後はそうした包括的な「空間的分業」崩壊を描出することを課題として
いきたい。
付記
　本稿を作成するにあたって，呉市産業部および呉海事歴史科学館，ピースリンク広島・呉・岩国
の皆様には調査等で大変お世話になりました。とくに前呉市長小笠原臣也様呉市産業部参事相原
謙次様元呉市海事歴史科学館学芸員斎藤義朗様には，ご多忙の中，インタビューおよびアンケー
ト実施にて多大なご協力を頂きました。記して御礼申し上げます。
　本研究には，財団法人福武学術文化振興財団歴史学・地理学助成「都市景観の中の近代化遺産一
軍港都市を対象とした保全と継承に関する基礎的研究［2009年度，研究代表者：村中亮夫］，私立大
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学学術研究高度化推進事業学術フロンティア推進事業「文化遺産と芸術作品を自然災害から防御す
るための学理の構築」［2009年度，研究代表者：土岐憲三］を用いた。
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日）
（24）一一2013年8月筆者取材による。
25）一朝日新聞広島版2010年11月10日朝刊記事。
（26）一読売新聞広島版2006年6月17日朝刊記事。
（27）一読売新聞広島版2011年1月22日朝刊記事。島
根県知事の溝口善兵衛氏からは両県の神楽文化を共通の
観光資源としていくことが提案され，それを受けて広島
県知事側からは「宮島，神楽，出雲大社，神話」を一つ
のテーマとして観光資源化することも提案されたとい
う。
（28）－2013年8月大和ミュージアム職員への聞き取
りによる。
（29）一原爆展の開催年月日，場所，参観者人数等の情
報はすべて，「原爆と峠三吉の詩」原爆展を成功させる
広島の会ホームページhttp：／／ww41五kLnejp／’genhiro／
（アクセス日2013年10月31日）を参照。
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Ch㎎esof－K－dS㏄ro…asBrou鋤tby㎜Museum
YAMAMOTO　Rika
　　　This　article　discusses　the　Yamato　Museum，　of丘cially　known　as　the　Kure　Maritime　Museum，　in
Kure　City，　Hiroshima　Pre允cture．　Established　by　the　city　government，　the　museum　mainly　presents
the　shipbuilding　technology　in　the　city　f士om　the　pre　to　posセWbrld　War　II　period．　More　speci五call況as
㎞pHed　by　its　nic㎞…皿e，　Yamato　Museum，也e㊤cus　of　the　exhibi60n　is　on　the　construc60n　and　mi五tary
activities　of　the　Imperial　Japanese　Navy’s　gigantic　batdeship“Yamato．”Though　these　characteristics
caused　some　controversy，　it　opened　on　April　23，2005．　Contrary　to　the　apprehension　of　many　people
concerned，　it　has　at仕acted　n㎜erous　visitors；the　total　number　reached　eight　minion　on　March　17，2013，
eight　years　after　its　opening．　Compared　with　other　local　historical　museums　whose　annual　visitors　in
gener訓㎜ount　to皿ly　tens　o拙ousands，血e　Yamato　Museum　e司oys　e対remely　high　popu1舶旬which
has　dras6cally　changed　the　tourism　and　community　strategies　of　Kure　and　surrounding　areas．　This
article　aims　to　reveal　the　details　of　these　changes　caused　by　the　estabnshment　of　the　Y㎜ato　Museum．
Key　words：Yamato　Museum，　miHtary　and　war　museums，　peace　museums，　Kure　Cit況tourism
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